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研究成果概要 

標準的な素粒子モデルでは３種類のニュートリノ（電子ニュートリノ、ミューニュートリ

ノ、タウニュートリノ）が存在し、３通りのニュートリノ振動が考えられ得る。しかし現在

はそのうちの２通りまで発見され、残る混合角パラメータ13によるミューニュートリノから

電子ニュートリノへの振動が未発見である。またレプトンセクターにおける CP 非対称パラ

メータやニュートリノ質量階層性の決定がニュートリノ物理学の大きな課題となっている。 

本研究では大気ニュートリノ事象を用いてミューニュートリノから電子ニュートリノへの

振動の検出を試みる。この振動を発見することにより混合角13、CP 非対称パラメータ、質量

階層性について観測の手がかりが得ることが出来る。 

本年度は SK-I、II、III までのデータについて振動解析を行った以下の結果が Physics 

Review D に掲載された： 

１） ２通りのニュートリノ質量階層性（Normal、Inverted）のそれぞれ場合について３

世代解析を行った。どちらの階層性においてもエネルギーが数 GeV領域における上

向き電子ニュートリノ事象から有限な混合角13 の有意な証拠を得られることがで

きなかった。その結果、90％の信頼度で sin2(23)<0.04 (0.09) [階層性を Normal

（Inverted）に仮定した場合] という上限値を得た。これは CHOOZ 原子炉ニュー

トリノ実験から得られた結果と矛盾しない。 

２） エネルギーが数 100 MeV 付近のミューおよび電子ニュートリノ事象の情報から混

合角23 の離隔４５からのずれについての解析を行った。有意なずれは観測されな

かったが、％信頼度において≤sin2≤の許容範囲が得られた。 
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左図：３世代解析で得られた９

０％信頼度における振動パラ

メ ー タ m23
2, sin2(23), 

sin2(13)の許容領域（Normal

質量階層性を仮定） 



 


